
1. 高梁市医療計画の取組状況 ～基本方針１～

住民の医療需要が変化しても、適切な医療が受けられること基本方針１

1-1 市内医療資源の最適配分に向けた医療機関等の連携強化

➢ 医療機関間の役割分担（医療機能における役割分担、担当地域における役割分担）

・市内医療機関の関係者等を交えた高梁市医療機関連携推進部会を年４回開催。
（令和元年度）
・有漢診療所を１２月１日から有漢地域センター内へ移転。
（令和２年度）
・市内医療機関の特性・連携状況をわかりやすくまとめたポスターを作成。
・川上診療所から歯科部分を独立させ、新たに川上歯科診療所を４月１日から配置。

➢ 医療機関同士が共同で実施する取組み（採用・配置等の人材政策、教育機関と連携した採用強化）

連番
１、２

（令和元年度）
・１０月２４日、１１月２８日に高梁高校で方谷学として医療に関する講義を実施。
・１１月の校園長会で、キャリア教育として医療介護出前講座の提案。
（令和２年度）
・７月の校園長会で、キャリア教育として医療介護出前講座の提案。
・ＤＶＤ「高梁市の医療」を市内小・中学校、高校へ配布。
・１０月２２日、１１月２６日に高梁高校で方谷学として医療に関する講義を実施。
・高梁市看護師等確保検討部会を新たに設置し、奨学金制度の拡充、見直しを協議。

連番
３
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1. 高梁市医療計画の取組状況 ～基本方針１～

住民の医療需要が変化しても、適切な医療が受けられること基本方針１

1-3 市内医療機関が一体となった市外医療機関との連携パス構築

➢ 高度急性期医療を担う市外の中核病院との連携

・平成２８年度ＫＤＢ、後期高齢者レセプトデータにより高度急性期・急性期で
多くの市民が入院している病院は以下のとおり。

倉敷中央病院９００人 川崎医科大学付属病院６００人
岡山大学病院１７０人 岡山赤十字病院１４０人
国立病院機構岡山医療センター１１０人

（令和元年度）
・市外の中核病院と連携協定を締結する意向を関係者で共有した。
（令和２年度）
・７月２２日 岡山大学病院、高梁医師会、市の３者で調印式を実施。
・１１月１２日 倉敷中央病院、高梁医師会、市の３者で調印式を実施。
・１月２０日 川崎学園と市の２者で調印式を実施。

➢ 公的支援が必要な範囲（特に手当てを要する医療機能や診療科）

連番
13

連番
17

（令和２年度）
・感染症に対応する病床整備に対する補助制度を新設。
（高梁中央病院、たいようの丘ＨＰが事業実施）

・地域医療提供体制の維持、継続と並行し、新型コロナウイルス感染症の拡大防止・収束に
向けて従事する医療従事者等に対しての協力金を予算要求。

1-2 医療提供体制の充実に向けた新たな政策的対応の検討
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医療従事者が誇りを持って働ける、持続可能な地域医療基本方針２

2-4 医療従事者確保に向けた連携強化

1. 高梁市医療計画の取組状況 ～基本方針２～

➢ 看護師確保に向けたアプローチ（本市の医療従事者養成学校における、地域医療の魅力を伝えるカ
リキュラム等の市内就職を促す取組み）

（平成３０年度）
・１１月６日 吉備国際大学で看護の魅力ガイダンスを開催。
（令和元年度）
・７月１日 吉備国際大学で看護の魅力ガイダンスを開催。
・８月８日 小中学生を対象に広がる子どもの夢事業で医療現場体験を吉備国際大学で実施。
（令和２年度）
・６月２２日（2年生:40名）、２３日（1年生:40名、3年生:57名）
吉備国際大学看護学科の学生を対象に地域医療における高梁市の取組みを紹介。

➢ 看護師確保に向けたアプローチ（市外の医療従事者養成学校の学生に向けた、市内医療機関で一体
となったPR）
（令和元年度）
・4月１８、２３日 順正高等看護福祉専門学校、吉備国際大学、岡山・建部医療福祉専門学校、
県立真庭高等学校、新見公立大学、岡山県立大学、川崎医療短期大学、倉敷翠松高等学校、
倉敷看護専門学校、玉野総合医療専門学校、旭川荘厚生専門学校（11校）

・８月１３日 市内病院見学会を開催し７名が参加。
（令和２年度）
・７月１５、１６日 １１月１９、２４日、１２月１８日
順正高等看護福祉専門学校、新見公立大学、県立真庭高等学校、井原高等学校、興譲館高等学校、
新見高等学校、共生高等学校、高梁城南高等学校、日新高等学校（９校）

・１０月３１日 市内病院見学会を開催し５名が参加。

連番
41

連番
42
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医療従事者が誇りを持って働ける、持続可能な地域医療基本方針２

2-4 医療従事者確保に向けた連携強化

1. 高梁市医療計画の取組状況 ～基本方針２～

➢ 奨学金制度の普及・改善

（平成３０年度）
・吉備国際大学や順正高等看護専門学校の合格通知の送付、オープンキャンパス、入学時オリエン
テーションの際に市奨学金チラシを配布することとした。

・１度県南の病院等へ就職されても５年以内に市内の医療機関等へ就職される意思がある場合は、
その間、返還を猶予できるよう規程を改正した。

（令和元年度）
・６月２６日 市内中学３年生へ奨学金チラシを送付。
・８月１６日 市内高校へ奨学金チラシを送付。
（令和２年度）
・７月１日 高梁高校２、３年生に奨学金チラシを配布。
・高梁市看護師等確保検討部会を新たに設置し、奨学金制度の拡充、見直しを協議。

連番
46、50
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1. 高梁市医療計画の取組状況 ～基本方針４～

地域での自立した生活に寄り添う基盤の整備基本方針４

4-1 地域包括ケアシステム構築に向けた医療分野の関与強化

➢ やまぼうしの活用（診療情報の共有スキームの構築）

（令和元年度）
・６月７日 連携支援システム検討部会にてＷＥＢ会議システムの操作説明会を実施。
・９月２７日 連携支援システム検討部会にてやまぼうしの基本操作の説明会を実施。
（令和２年度）
・６月２６日 高梁医師会主催で晴れやかネット「シェアメド」説明会を実施。（２６名参加）
・１月２９日 「やまぼうし」説明会を実施。（５０名参加）
・２月２４日 「やまぼうし」操作説明会を実施。（２５名参加）

連番
72

4-2 住民目線に立った説明の強化

➢ 地域医療の実情（本市の優れた医療従事者のPR、市内医療機関で対応可能な疾患のPR）

（平成３０年度）
・高梁市医療計画の内容を平成３０年広報たかはし６月号で特集を組みＰＲした。
また、座談会を開催し、吉備ケーブルテレビで放送した。

・１月２７日 高梁市医療・介護市民公開講座を開催。
・高梁医師会で看護師募集のＣＭを作成。
（令和元年度）
・２月１６日 高梁市医療・介護市民公開講座を開催。
・市で行政放送で地域枠医師や看護師を取材。
（令和２年度）
・２月１６日～ 高梁市医療・介護市民公開講座をから吉備ケーブルテレビで放送。

連番
91、92
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1. 高梁市医療計画の取組状況 ～基本方針４～

地域での自立した生活に寄り添う基盤の整備基本方針４

4-2 住民目線に立った説明の強化

➢ 受療のあり方（コンビニ受診の抑制、かかりつけ医の定着）
➢ 市内医療機関の担う役割（市内の医療機関で受けられる医療についての適切な啓発）
➢ 市民参加型の場（医師が住民と直接対話する場の拡大・展開）

（平成３０年度）
・ １月２７日 高梁市医療・介護市民公開講座を開催。
（令和元年度）
・ ２月１６日 高梁市医療・介護市民公開講座を開催。
（令和２年度）
・ ２月１６日～ 高梁市医療・介護市民公開講座を吉備ケーブルテレビで放送。

連番
93、94
97、99

➢ 受療のあり方（在宅医療の普及・啓発）
（平成３０年度）
・ １月２７日 高梁市医療・介護市民公開講座を開催。
・我が家で療養応援講座を３回開催。(参加者９５名)
（令和元年度）
・ ２月１６日 高梁市医療・介護市民公開講座を開催。
・１１月１６日 講演会「看取りでの経験を語る会～人生の最終段階の過ごし方と在宅医療を
考える～」を開催。（参加者２００名）

・我が家で療養応援講座を３回開催。(参加者５９名)
（令和２年度）
・２月１６日 高梁市医療・介護市民公開講座を吉備ケーブルテレビで放送。
・我が家で療養応援講座を１回開催。(参加者２１名)

連番
95
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1. 高梁市医療計画の取組状況 ～基本方針４～

地域での自立した生活に寄り添う基盤の整備基本方針４

4-2 住民目線に立った説明の強化

➢ 市や一般社団法人高梁医師会のホームページの活用

（令和元年度）
・市ＨＰへ高梁２０２５～地域医療の高梁モデル構築に向けた１００の検討とアクション～
として平成３０年度の成果を公表。

・広報計画を策定し、計画的に医療の内容を広報した。
（令和２年度）
・市ＨＰへ高梁２０２５～地域医療の高梁モデル構築に向けた１００の検討とアクション～
として令和元年度の成果を公表。

・広報計画を策定し、計画的に医療の内容を広報した。

連番
100
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